
(57)【要約】

【課題】　補助光源と絞り部材とを備えつつ、簡易な構

造を有する内視鏡装置用の光源装置を実現する。

【解決手段】　網絞り３８には、開口率の異なる複数の

開口と、補助光源５６とが設けられている。網絞り駆動

モータが、主光源３２が照明光を出射する間、適当な開

口率を有する開口が照明光の光路Ｌ上に配置されるよう

に、光路Ｌと平行な回転軸Ａを中心に網絞り３８を回転

させる。さらに、主光源３２が故障等により使用できな

くなった場合、網絞り駆動モータは、補助光源５６が光

路Ｌ上にあるように、網絞り３８を回転させる。そして

、補助光源５６は、主光源３２と同じ方向に向けて照明

光を出射し、照明光は、ライトガイド入射端１２Ａに入

射する。

【選択図】　　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 写 体 を 照 明 す る た め の 照 明 光 を 出 射 す る 第 １ の 光 源 と 、
　 前 記 第 １ の 光 源 の 異 常 を 検 知 す る 異 常 検 知 手 段 と 、
　 前 記 照 明 光 を 所 定 の 割 合 で 通 過 さ せ る 光 量 調 整 部 材 と 、
　 前 記 光 量 調 整 部 材 と 一 体 的 に 設 け ら れ た 第 ２ の 光 源 と 、
　 前 記 第 ２ の 光 源 と 前 記 光 量 調 整 部 材 と の い ず れ か が 前 記 照 明 光 の 光 路 上 に 配 置 さ れ る よ
う に 制 御 す る 配 置 手 段 と を 備 え 、
　 前 記 配 置 手 段 が 、 前 記 異 常 検 知 手 段 が 前 記 第 １ の 光 源 の 異 常 を 検 知 し な い 場 合 、 前 記 光
量 調 整 部 材 を 前 記 照 明 光 の 光 路 上 に 配 置 さ せ 、 前 記 異 常 検 知 手 段 が 前 記 第 １ の 光 源 の 異 常
を 検 知 し た 場 合 、 前 記 第 ２ の 光 源 を 前 記 照 明 光 の 光 路 上 に 配 置 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 光
源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 量 調 整 部 材 が 、 前 記 照 明 光 の 光 量 を 所 定 の 割 合 で 通 過 さ せ る 複 数 の 開 口 を 有 す る
網 絞 り で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 配 置 手 段 が 、 前 記 第 ２ の 光 源 と 前 記 複 数 の 開 口 の い ず れ か １ つ を 前 記 照 明 光 の 光 路
上 に 配 置 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 光 源 と 前 記 複 数 の 開 口 と が 同 心 円 状 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ に 記 載 の 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 配 置 手 段 が 、 前 記 網 絞 り を 回 転 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 光 源 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 網 絞 り に 位 置 決 め 穴 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 位 置 決 め 穴 を 検 出 す る た め の 絞 り 位 置
セ ン サ を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の 光 源 が 、 前 記 照 明 光 の 光 路 上 に お い て 、 前 記 第 １ の 光 源 と 同 じ 方 向 に 向 け て
照 明 光 を 出 射 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の 光 源 が 、 半 導 体 発 光 素 子 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ の 光 源 が 前 記 照 明 光 の 光 路 上 に あ る と き に 、 前 記 第 ２ の 光 源 に 電 流 を 供 給 す る
た め の 接 点 式 ス イ ッ チ を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 源 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ の 光 源 が 、 前 記 第 １ の 光 源 よ り も 光 強 度 の 低 い 照 明 光 を 出 射 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 源 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 光 源 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 光 源 の 異 常 を ユ ー ザ に 報 知 す る 異 常 報 知 手 段 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 所 定 の 開 口 率 を 有 す る 複 数 の 開 口 が 形 成 さ れ た 網 絞 り と 、
　 前 記 網 絞 り に 一 体 的 に 設 け ら れ た 光 源 と 、
　 前 記 光 源 と 前 記 複 数 の 開 口 の い ず れ か １ つ が 所 定 の 位 置 に 配 置 さ れ る よ う に 制 御 す る 配
置 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 光 量 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 前 記 光 源 と 前 記 複 数 の 開 口 と が 同 心 円 状 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３
に 記 載 の 光 量 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 配 置 手 段 が 、 前 記 網 絞 り を 回 転 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 光 量 調
整 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 網 絞 り に 位 置 決 め 穴 が 設 け ら れ 、 前 記 位 置 決 め 穴 を 検 出 す る た め の 絞 り 位 置 セ ン サ
を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 光 量 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 光 源 が 前 記 所 定 の 位 置 に あ る と き に 、 前 記 光 源 に 電 流 を 供 給 す る た め の 接 点 式 ス イ
ッ チ を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 光 量 調 整 装 置 。

　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 内 視 鏡 装 置 に 使 用 さ れ る 光 源 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 一 般 に 、 被 写 体 で あ る 体 内 組 織 を 照 明 す る た め の 光 源 等 を 備 え た プ
ロ セ ッ サ と 、 撮 像 素 子 を 備 え た ビ デ オ ス コ ー プ に よ り 構 成 さ れ る 。 光 源 か ら の 照 明 光 は 、
ビ デ オ ス コ ー プ 内 に 挿 通 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド を 介 し て 、 ビ デ オ ス コ ー プ の 先 端 部 か ら 被 写
体 に 出 射 さ れ る 。 そ し て 、 撮 像 素 子 に よ っ て 得 ら れ た 画 像 信 号 が プ ロ セ ッ サ に 送 信 さ れ 、
プ ロ セ ッ サ に お い て 画 像 信 号 に 所 定 の 処 理 が 施 さ れ る こ と に よ り 、 被 写 体 像 が モ ニ タ に 表
示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 装 置 に よ る 被 写 体 観 察 に お い て は 、 光 源 内 の ラ ン プ の 寿 命 切 れ 、 も し く は 故 障 等
に よ り 、 光 源 が 照 明 光 を 出 射 で き な く な る 場 合 が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 事 態 に 備 え 、 患
者 の 体 内 か ら ビ デ オ ス コ ー プ を 抜 き 出 す た め に 使 用 さ れ る 予 備 の 光 源 が 、 一 般 に 内 視 鏡 装
置 に は 設 け ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ６ ７ １ ２ ６ 号 公 報 （ 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 通 常 、 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 通 過 す る 照 明 光 の 割 合 を 調 整 可 能 な 絞 り 部 材 が 設
け ら れ て お り 、 光 源 か ら 出 射 さ れ た 照 明 光 が ラ イ ト ガ イ ド に 入 射 す る 前 に 絞 り 部 材 を 通 る
こ と に よ り 、 ビ デ オ ス コ ー プ の 先 端 部 か ら 出 射 さ れ る 照 明 光 の 光 量 は 、 被 写 体 の 状 況 に 応
じ て 調 整 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 補 助 光 源 と 絞 り 部 材 と は 、 そ れ ぞ れ 個 別 に 設 け ら れ て い る た め に 、 内 視 鏡 装 置 に お け る
光 源 装 置 の 構 造 の 簡 素 化 を 妨 げ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 補 助 光 源 と 絞 り 部 材 と を 備 え つ つ 、 簡 易 な 構 造 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 用 の 光 源
装 置 を 実 現 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 光 源 装 置 は 、 被 写 体 を 照 明 す る た め の 照 明 光 を 出 射 す る 第 １ の 光 源 と 、 第 １ の
光 源 の 異 常 を 検 知 す る 異 常 検 知 手 段 と 、 照 明 光 を 所 定 の 割 合 で 通 過 さ せ る 光 量 調 整 部 材 と
、 光 量 調 整 部 材 と 一 体 的 に 設 け ら れ た 第 ２ の 光 源 と 、 第 ２ の 光 源 と 光 量 調 整 部 材 と の い ず
れ か が 、 第 １ の 光 源 か ら の 照 明 光 の 光 路 上 に 配 置 さ れ る よ う に 制 御 す る 配 置 手 段 と を 備 え
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る 。 そ し て 、 光 源 装 置 は 、 配 置 手 段 が 、 異 常 検 知 手 段 が 第 １ の 光 源 の 異 常 を 検 知 し な い 場
合 、 光 量 調 整 部 材 を 照 明 光 の 光 路 上 に 配 置 さ せ 、 異 常 検 知 手 段 が 第 １ の 光 源 の 異 常 を 検 知
し た 場 合 、 第 ２ の 光 源 を 照 明 光 の 光 路 上 に 配 置 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 光 量 調 整 部 材 は 、 例 え ば 、 照 明 光 の 光 量 を 所 定 の 割 合 で 通 過 さ せ る 複 数 の 開 口 を 有 す る
網 絞 り で あ る 。 こ の 場 合 、 配 置 手 段 は 、 第 ２ の 光 源 も し く は 複 数 の 開 口 の い ず れ か を 第 １
の 光 源 か ら の 照 明 光 の 光 路 上 に 配 置 さ せ る 。 第 ２ の 光 源 と 複 数 の 開 口 と は 、 例 え ば 同 心 円
状 に 設 け ら れ る 。 こ の 場 合 、 配 置 手 段 は 、 網 絞 り を 回 転 さ せ る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 網
絞 り に は 位 置 決 め 穴 が 設 け ら れ 、 光 源 装 置 が 、 位 置 決 め 穴 を 検 出 す る た め の 絞 り 位 置 セ ン
サ を さ ら に 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 光 源 は 、 第 １ の 光 源 か ら の 照 明 光 の 光 路 上 に お い て 、 第 １ の 光 源 と 同 じ 方 向 に 向
け て 照 明 光 を 出 射 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 第 ２ の 光 源 は 、 例 え ば 半 導 体 発 光 素 子 （ Ｌ
Ｅ Ｄ ） を 含 み 、 第 １ の 光 源 よ り も 光 強 度 の 低 い 照 明 光 を 出 射 す る こ と が 好 ま し い 。 そ し て
、 光 源 装 置 に は 、 第 ２ の 光 源 が 第 １ の 光 源 か ら の 照 明 光 の 光 路 上 に あ る と き に 、 第 ２ の 光
源 に 電 流 を 供 給 す る た め の 接 点 式 ス イ ッ チ を さ ら に 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 は 、 光 源 装 置 を 備 え て い る 。 そ し て 、 内 視 鏡 装 置 は 、 第 １ の 光 源 の
異 常 を ユ ー ザ に 報 知 す る 異 常 報 知 手 段 を さ ら に 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 光 量 調 整 装 置 は 、 所 定 の 開 口 率 を 有 す る 複 数 の 開 口 が 形 成 さ れ た 網 絞 り と 、 網
絞 り に 一 体 的 に 設 け ら れ た 光 源 と 、 光 源 と 複 数 の 開 口 の い ず れ か １ つ が 所 定 の 位 置 に 配 置
さ れ る よ う に 制 御 す る 配 置 手 段 と を 備 え て い る 。 光 量 調 整 装 置 に は 、 例 え ば 、 複 数 の 開 口
と 光 源 と が 同 心 円 状 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 配 置 手 段 は 、 網 絞 り を 回 転 さ せ る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 網 絞 り に は 、 位 置 決 め 穴 が 設 け ら れ 、 光 量 調 整 装 置 は 、 位 置 決 め 穴 を 検 出 す る た め の 絞
り 位 置 セ ン サ を さ ら に 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 光 量 調 整 装 置 は 、 光 源 が 所 定 の
位 置 に あ る と き に 、 光 源 に 電 流 を 供 給 す る た め の 接 点 式 ス イ ッ チ を さ ら に 備 え て い る こ と
が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 補 助 光 源 と 絞 り 部 材 と を 備 え つ つ 、 簡 易 な 構 造 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 用
の 光 源 装 置 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ の
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ は 、 患 者 の 体 腔 内 の 撮 影 に 用 い ら れ る ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ と 、 ビ デ
オ ス コ ー プ ２ ０ に 照 明 光 を 供 給 す る と と も に 、 ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ か ら 送 ら れ て く る 画 像
信 号 を 処 理 す る プ ロ セ ッ サ ３ ０ と を 備 え る 。 ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ は 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 着
脱 自 在 に 接 続 さ れ 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に は モ ニ タ ８ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に は 、 照 明 光 を 照 射 す る キ セ ノ ン ラ ン プ （ 図 示 せ ず ） を 内 蔵 し た 主 光 源
３ ２ と 、 主 光 源 ３ ２ に 電 流 を 供 給 す る 主 光 源 用 電 源 ３ ４ 等 を 含 む 光 源 装 置 が 設 け ら れ て い
る 。 主 光 源 用 電 源 ３ ４ は 、 光 源 点 灯 ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） が 操 作 さ れ 、 Ａ Ｃ 入 力 端 子 ３ ６
か ら 電 力 を 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 主 光 源 ３ ２ に 電 流 を 供 給 す る 。 こ れ に よ り 、 主 光 源 ３
２ は 、 被 写 体 を 照 明 す る た め の 照 明 光 を 出 射 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 制 御 回 路 ５ ０ は 、 シ ス テ ム 電 源 ５ ２ か ら 電 源 供 給 さ れ 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ 全 体 を 制 御 す る
。 制 御 回 路 ５ ０ は 、 主 光 源 用 電 源 ３ ４ が 主 光 源 ３ ２ に 供 給 す る 電 流 量 を 指 示 す る 信 号 を 主
光 源 用 電 源 ３ ４ に 送 信 し 、 主 光 源 ３ ２ の 照 明 光 の 出 射 と 出 射 停 止 の 切 り 換 え 、 及 び 照 明 光
の 光 強 度 を 制 御 す る 。 ま た 、 光 源 装 置 に は 、 主 光 源 ３ ２ を 冷 却 す る 光 源 用 フ ァ ン ４ ２ 、 主
光 源 用 電 源 ３ ４ を 冷 却 す る 電 源 用 フ ァ ン ４ ４ が 設 け ら れ て お り 、 制 御 回 路 ５ ０ は 、 光 源 用
フ ァ ン ４ ２ 及 び 電 源 用 フ ァ ン ４ ４ も 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 主 光 源 ３ ２ か ら 出 射 し た 照 明 光 は 、 レ ン ズ 系 ５ ４ と 、 網 絞 り 駆 動 モ ー タ ４ ６ に よ っ て 駆
動 さ れ る 網 絞 り ３ ８ と を 通 過 し 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ の 入 射 端 １ ２ Ａ に 入 射 す る 。 網 絞 り ３
８ に は 、 所 定 の 割 合 で 照 明 光 を 通 過 さ せ る 複 数 の 開 口 と 一 体 的 に 補 助 光 源 ５ ６ が 設 け ら れ
て い る 。 補 助 光 源 ５ ６ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ を 含 ん で お り 、 キ セ ノ ン ラ ン プ の 寿 命 切 れ 、 も し く は 故
障 等 に よ り 主 光 源 ３ ２ が 使 用 で き な く な っ た 場 合 に 使 用 さ れ る 。 補 助 光 源 ５ ６ は 、 主 と し
て 非 常 時 に ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ を 患 者 の 体 内 か ら 抜 き 出 す た め に 用 い ら れ 、 被 写 体 観 察 に
用 い る 照 明 光 ほ ど の 輝 度 は 必 要 で な い こ と か ら 、 出 射 す る 照 明 光 の 光 強 度 は 主 光 源 ３ ２ よ
り も 低 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 被 写 体 の 観 察 中 、 主 光 源 ３ ２ に 何 ら か の 異 常 が 発 生 し 、 主 光 源 用 電 源 ３ ４ か ら 電 流 が 供
給 さ れ た に も 関 わ ら ず 、 主 光 源 ３ ２ が 照 明 光 を 出 射 し な い 場 合 、 主 光 源 用 電 源 ３ ４ は 、 主
光 源 ３ ２ が 照 明 光 を 出 射 し て い な い こ と を 伝 え る 信 号 を 制 御 回 路 ５ ０ に 送 る 。 こ の た め 、
制 御 回 路 ５ ０ は 、 主 光 源 ３ ２ の 異 常 を 検 知 し 、 主 光 源 用 電 源 ３ ４ に 対 し て 、 主 光 源 ３ ２ へ
の 電 流 供 給 を 停 止 さ せ る 。 そ し て 、 制 御 回 路 ５ ０ は 、 補 助 光 源 用 電 源 （ 図 示 せ ず ） に 対 し
て 、 補 助 光 源 ５ ６ に 電 流 を 供 給 さ せ る と と も に 、 補 助 光 源 ５ ６ を 駆 動 さ せ る 信 号 を 網 絞 り
駆 動 モ ー タ ４ ６ に 送 る 。 こ の 結 果 、 主 光 源 ３ ２ は 照 明 光 の 出 射 を 停 止 し 、 補 助 光 源 ５ ６ は
、 主 光 源 ３ ２ が 出 射 す る 照 明 光 の 光 路 上 に 移 動 し て 、 照 明 光 を 出 射 す る 。 な お 、 補 助 光 源
５ ６ が 、 主 光 源 ３ ２ か ら の 照 明 光 の 光 路 上 に あ る か 否 か は 、 絞 り 位 置 セ ン サ ４ ０ に よ っ て
判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ は 、 入 射 端 １ ２ Ａ に 入 射 し た 照 明 光 を 観 察 部 位 の あ る ビ デ オ ス コ ー プ
２ ０ の 先 端 部 へ 伝 達 し 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ を 通 っ た 照 明 光 は 出 射 端 １ ２ Ｂ か ら 出 射 さ れ 、
被 写 体 に 照 射 さ れ る 。 被 写 体 で あ る 観 察 部 位 で 反 射 し た 照 明 光 は 、 対 物 レ ン ズ （ 図 示 せ ず
） 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ （ 図 示 せ ず ） を 通 っ て Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ に 到 達 す る 。 そ し て 、 光 電 変 換 に
よ り 生 じ た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 通 る 色 に 応 じ た 被 写 体 像 の 画 像 信 号 を 形 成 す る た め の 電 荷
が 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ の 受 光 面 に 蓄 積 さ れ る 。 こ こ で は 、 カ ラ ー テ レ ビ ジ ョ ン 方 式 と し て Ｎ Ｔ Ｓ
Ｃ 方 式 が 適 用 さ れ て お り 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ に お い て 生 成 さ れ た 画 像 信 号 は 、 １ フ ィ ー ル ド 期 間
、 す な わ ち １ ／ ６ ０ 秒 間 隔 ご と に 順 次 読 み 出 さ れ 、 初 期 信 号 処 理 回 路 ２ ４ へ 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ 内 に は 、 ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ 全 体 を 制 御 す る ス コ ー プ 制 御 部 ２ ６ と
、 ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ の 特 性 や 信 号 処 理 に 関 す る デ ー タ が あ ら か じ め 記 憶 さ れ た Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ
Ｏ Ｍ ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ス コ ー プ 制 御 部 ２ ６ は 、 初 期 信 号 処 理 回 路 ２ ４ に 対 し て 制 御
信 号 を 送 る と と も に 、 適 宜 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ２ ８ か ら デ ー タ を 読 み 出 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 初 期 信 号 処 理 回 路 ２ ４ で は 、 読 み 出 さ れ た 画 像 信 号 に 増 幅 処 理 が 施 さ れ 、 さ ら に ア ナ ロ
グ 画 像 信 号 か ら デ ジ タ ル 画 像 信 号 に 変 換 さ れ る 。 そ し て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 な ど 様 々
な 処 理 が デ ジ タ ル 画 像 信 号 に 対 し て 施 さ れ 、 輝 度 信 号 、 色 差 信 号 が 生 成 さ れ る 。 輝 度 信 号
及 び 色 差 信 号 は 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ の プ ロ セ ッ サ 信 号 処 理 回 路 ４ ８ へ 送 ら れ 、 Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 信 号
な ど の 映 像 信 号 に 変 換 さ れ 、 モ ニ タ ８ ０ へ 出 力 さ れ る 。 こ の 結 果 、 被 写 体 像 が モ ニ タ ８ ０
に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 制 御 回 路 ５ ０ は 、 主 光 源 用 電 源 ３ ４ か ら の 信 号 に よ り 主 光 源 ３ ２ の 異 常 を 検 知 す る と 、
プ ロ セ ッ サ 信 号 処 理 回 路 ４ ８ を 介 し て 、 モ ニ タ ８ ０ に 、 主 光 源 ３ ２ の 異 常 を 知 ら せ る た め
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の 所 定 の 警 告 メ ッ セ ー ジ を 表 示 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 主 光 源 ３ ２ が 照 明 光 を 出
射 し な い 異 常 が 生 じ た こ と を 把 握 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ 内 の 光 源 装 置 等 の 配 置 を 上 か ら 見 て 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。 図
３ は 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ の 正 面 図 で あ り 、 図 ４ は 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ の 背 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 光 源 装 置 は 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ 内 の 正 面 左 側 に 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０
の 正 面 右 側 に は 、 プ ロ セ ッ サ 信 号 処 理 回 路 ４ ８ と 制 御 回 路 ５ ０ を 有 す る 制 御 基 板 ６ ５ と 、
後 述 の Ｒ Ｇ Ｂ コ ネ ク タ ６ ４ 、 Ｙ ／ Ｃ コ ネ ク タ ６ ６ （ 図 ４ 参 照 ） を 介 し て 送 ら れ る 信 号 を 処
理 す る 回 路 を 有 す る 背 面 パ ネ ル 基 板 ７ ２ と が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 プ ロ セ ッ サ ３ ０ の 正 面 ３ ０ Ｌ に は 、 輝 度 調 整 、 ノ イ ズ リ ダ ク シ ョ ン 等 の た め に ユ ー ザ が
用 い る 操 作 パ ネ ル （ フ ロ ン ト パ ネ ル ） ６ ８ 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ２ の プ ロ セ ッ サ 側 端 部 １ ２ Ｅ
と 、 ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ を 差 込 む た め の ス コ ー プ 差 込 口 ７ ０ が 設 け ら れ て い る （ 図 ３ 参 照
） 。 ユ ー ザ が 、 操 作 パ ネ ル ６ ８ を 操 作 す る と 、 操 作 に 応 じ た 所 定 の 指 示 信 号 が 制 御 回 路 ５
０ に 送 信 さ れ 、 輝 度 調 整 、 ノ イ ズ リ ダ ク シ ョ ン 等 の 処 理 が 施 さ れ る 。 一 方 、 プ ロ セ ッ サ ３
０ の 背 面 ３ ０ Ｒ に は 、 Ｒ Ｇ Ｂ コ ネ ク タ ６ ４ 、 Ｙ ／ Ｃ コ ネ ク タ ６ ６ 及 び Ａ Ｃ 入 力 端 子 ３ ６ が
設 け ら れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ は 、 光 源 装 置 に お い て 照 明 光 の 照 射 を 制 御 す る 部 材 の 配 置 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る
。 図 ６ は 、 複 数 の 開 口 を 有 す る 網 絞 り ３ ８ を 示 す 図 で あ り 、 図 ７ は 、 網 絞 り ３ ８ の 各 開 口
が 通 過 さ せ る 照 明 光 の 光 量 の 割 合 を 示 す 図 で あ る 。 図 ８ は 、 網 絞 り ３ ８ に 設 け ら れ た 、 補
助 光 源 ５ ６ に 電 流 を 供 給 す る た め の 接 点 式 ス イ ッ チ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 導 光 レ ン ズ ５ ４ は 、 光 源 ３ ２ 内 の キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ３ か ら 出 射 さ れ た 照 明 光 を 、 ラ イ ト
ガ イ ド 入 射 端 １ ２ Ａ に 導 く た め に 設 け ら れ て お り 、 導 光 レ ン ズ ５ ４ の 光 軸 と 、 照 明 光 の 光
路 Ｌ と は 一 致 す る 。 網 絞 り ３ ８ は 、 円 板 状 の 部 材 で あ り 、 網 絞 り 駆 動 モ ー タ ４ ６ に よ っ て
、 照 明 光 の 光 路 Ｌ と 平 行 な 回 転 軸 Ａ を 中 心 に 回 転 さ せ ら れ る 。 網 絞 り ３ ８ に は 、 照 明 光 の
光 路 Ｌ に 平 行 な 方 向 に 沿 っ て 、 照 明 光 を 通 過 さ せ る た め の 第 １ ～ 第 １ １ 開 口 ３ ８ Ａ ～ Ｋ と
補 助 光 源 ５ ６ と が 同 心 円 状 に 設 け ら れ て い る （ 図 ６ 参 照 ） 。 さ ら に 、 網 絞 り ３ ８ に は 、 位
置 決 め 穴 ７ ４ が 設 け ら れ て お り 、 外 周 付 近 で 挟 む よ う に 配 置 さ れ た 絞 り 位 置 セ ン サ ４ ０ が
、 位 置 決 め 穴 ７ ４ の 位 置 を 検 出 す る こ と に よ り 、 網 絞 り ３ ８ の 回 転 位 置 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ ～ 第 １ １ 開 口 ３ ８ Ａ ～ Ｋ が 、 入 射 す る 照 明 光 の 光 量 に 対 し て 通 過 さ せ る 照 明 光 の 光
量 の 割 合 （ 以 下 、 開 口 率 と い う ） は 全 て 異 な っ て お り （ 図 ７ 参 照 ） 、 網 絞 り 駆 動 モ ー タ ４
６ は 、 適 当 な 開 口 率 を 有 す る 開 口 が 、 主 光 源 ３ ２ か ら の 照 明 光 の 光 路 Ｌ 上 の 位 置 （ 以 下 、
光 路 位 置 と い う ） に あ る よ う に 、 制 御 回 路 ５ ０ の 指 示 に 基 づ い て 網 絞 り ３ ８ を 回 転 さ せ る
。 光 源 装 置 ４ ０ の 起 動 時 に は 、 位 置 決 め 穴 ７ ４ の 位 置 に 基 づ い て 、 常 に 第 ３ 開 口 ３ ８ Ｃ が
光 路 位 置 に あ る よ う に 網 絞 り ３ ８ が 回 転 さ れ 、 動 画 像 の 観 察 時 に は 、 通 常 、 第 ３ 開 口 ３ ８
Ｃ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 主 光 源 ３ ２ か ら の 照 明 光 に よ る 通 常 の 被 写 体 観 察 に お い て 使 用 す る 開 口 を 変 更 す る 場 合
、 も し く は 、 使 用 で き な く な っ た 主 光 源 ３ ２ に 代 わ っ て 補 助 光 源 ５ ６ を 使 用 す る 場 合 に は
、 制 御 回 路 ５ ０ か ら の 指 示 信 号 を 受 信 し た 網 絞 り 駆 動 モ ー タ ４ ６ が 、 網 絞 り ３ ８ を 所 定 量
だ け 回 転 さ せ る 。 こ の 結 果 、 適 当 な 開 口 率 を 有 す る 開 口 、 も し く は 補 助 光 源 ５ ６ が 光 路 位
置 に 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 補 助 光 源 ５ ６ は 、 主 光 源 ３ ２ と 同 じ 方 向 に 向 け て 、 す な わ ち 、
光 路 Ｌ の 方 向 に 照 明 光 を 出 射 す る （ 図 ５ 参 照 ） 。 こ の た め 、 主 光 源 ３ ２ が 突 然 使 用 で き な
く な っ た 場 合 に お い て も 、 主 光 源 ３ ２ に よ っ て 照 明 さ れ て い た 被 写 体 の 照 明 が 続 け ら れ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 網 絞 り ３ ８ に は 、 補 助 光 源 ５ ６ に 電 流 を 供 給 す る た め の 接 点 式 ス イ ッ チ ７ ６ が 設 け ら れ
て い る （ 図 ６ 及 び 図 ８ 参 照 ） 。 す な わ ち 、 網 絞 り ３ ８ の ラ イ ト ガ イ ド 入 射 端 １ ２ Ａ 側 の 表
面 ３ ８ Ｓ に は 、 補 助 光 源 ５ ６ に 電 流 を 導 く た め の 薄 層 の 金 属 メ ッ キ ８ ２ が 設 け ら れ 、 補 助
光 源 用 電 源 ７ ８ か ら 延 び る 接 点 ブ ラ シ ８ ４ の 先 端 が 金 属 メ ッ キ ８ ２ に 接 触 可 能 で あ る 。 そ
し て 、 図 示 す る よ う に 、 補 助 光 源 ５ ６ が 照 明 光 を 出 射 す る た め に 光 路 位 置 に 配 置 さ れ る と
、 補 助 光 源 用 電 源 ７ ８ か ら 、 接 点 ブ ラ シ ８ ４ 及 び 金 属 メ ッ キ ８ ２ を 介 し て 、 補 助 光 源 ５ ６
に 電 流 が 供 給 さ れ る 。 な お 、 図 ８ に お い て は 、 説 明 の 便 宜 上 、 金 属 メ ッ キ ８ ２ を 厚 く 示 し
て い る が 、 実 際 に は 金 属 メ ッ キ ８ ２ は 非 常 に 薄 い 層 で あ り 、 実 質 的 に 網 絞 り 表 面 ３ ８ Ｓ と
同 じ 平 面 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ９ は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ に お け る 光 源 制 御 ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ の 電 源 ス イ ッ チ が オ ン 状 態 に な る と 、 光 源 制 御 ル ー チ ン が 開 始 す る
。 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ が プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 接 続 さ れ て い る か 否 か が 判
断 さ れ 、 ビ デ オ ス コ ー プ ２ ０ が プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 接 続 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 む 。 ス
テ ッ プ Ｓ ２ に お い て は 、 ス コ ー プ 制 御 部 ２ ６ と 制 御 回 路 ５ ０ と の 間 で 必 要 な デ ー タ の 授 受
が な さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 光 源 点 灯 ス イ ッ チ が オ ン で あ る か 否 か が 判 断 さ れ 、 光 源 点 灯 ス イ ッ
チ が オ ン で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ ４ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 制 御 回 路 ５ ０ が 、 主 光 源 用 電
源 ３ ４ に 対 し 、 主 光 源 ３ ２ を オ ン に す る た め の 光 源 オ ン 信 号 を 送 信 し て ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進
む 。 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て は 、 制 御 回 路 ５ ０ が 、 主 光 源 ３ ２ を 点 灯 さ せ た こ と を 示 す 光 源
点 灯 信 号 を 主 光 源 用 電 源 ３ ４ か ら 受 信 し た か 否 か が 判 断 さ れ る 。 制 御 回 路 ５ ０ が 、 光 源 点
灯 信 号 を 受 信 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 み 、 受 信 し な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 進 む
。 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 制 御 回 路 ５ ０ が 、 ス コ ー プ 制 御 部 ２ ６ を 介 し て Ｃ Ｃ Ｄ ２ ２ の 電 子 シ
ャ ッ タ 機 能 に て 適 正 露 出 と な る よ う に す る こ と に よ り 露 出 を 制 御 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 む
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て は 、 操 作 パ ネ ル ６ ８ が 操 作 さ れ た か 否 か が 判 断 さ れ 、 ユ ー ザ に よ
り 操 作 パ ネ ル ６ ８ が 操 作 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 進 み 、 操 作 さ れ な か っ た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 操 作 パ ネ ル ６ ８ か ら の 指 示 信 号 に 基 づ い て 、 制 御
回 路 ５ ０ 等 が 所 定 の 演 算 処 理 を 施 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 光 源 点 灯 ス イ ッ チ が 再 び オ ン 状 態 と な る よ う に 操 作 さ れ た か 否 か
が 判 断 さ れ 、 再 度 オ ン 状 態 と な る よ う に 操 作 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 み 、 再 度 オ
ン 状 態 と な る よ う に 操 作 さ れ な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 戻 る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、
制 御 回 路 ５ ０ が 、 主 光 源 ３ ２ を オ フ に す る た め の オ フ 信 号 を 主 光 源 用 電 源 ３ ４ に 送 信 し 、
ス テ ッ プ Ｓ ３ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て は 、 制 御 回 路 ５ ０ が 光 源 点 灯 信 号 を 受 信 し な い ま ま 、 規 定 時 間 が
経 過 し た か 否 か が 判 断 さ れ る 。 規 定 時 間 を 超 え て 制 御 回 路 ５ ０ が 光 源 点 灯 信 号 を 受 信 し な
い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 進 み 、 規 定 時 間 内 に 光 源 点 灯 信 号 を 受 信 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ
５ に 戻 る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て は 、 後 述 の よ う に 、 光 源 エ ラ ー 処 理 が 施 さ れ 、 光 源 制
御 ル ー チ ン は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ０ は 、 光 源 エ ラ ー 処 理 ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 光 源 エ ラ ー 処 理 ル ー チ ン は 、 制 御 回 路 ５ ０ が 、 規 定 時 間 以 上 、 光 源 点 灯 信 号 を 受 信 し な
い 場 合 に 開 始 す る （ 図 ７ の ス テ ッ プ Ｓ ７ 、 Ｓ １ ２ 参 照 ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て は 、 制
御 回 路 ５ ０ が 、 異 常 が 生 じ た 主 光 源 ３ ２ に よ る 照 明 光 の 出 射 指 示 を 停 止 す る た め 、 光 源 オ
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フ 信 号 を 主 光 源 用 電 源 ３ ４ に 送 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ で は 、 制 御
回 路 ５ ０ が 、 照 明 光 を 出 射 す る 光 路 位 置 に 補 助 光 源 ５ ６ を 配 置 さ せ る た め に 、 網 絞 り 駆 動
モ ー タ ４ ６ を 駆 動 さ せ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ で は 、 補 助 光 源 ５ ６ が 照
明 光 を 出 射 す る 光 路 位 置 に あ る か 否 か が 判 断 さ れ 、 補 助 光 源 ５ ６ が 光 路 位 置 に あ る と 判 断
さ れ る と ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ で は 、 制 御 回 路 ５ ０ に よ り 、 網 絞 り 駆 動 モ ー タ ４ ６ が 停 止 さ れ 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ ７ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て は 、 制 御 回 路 ５ ０ の 制 御 に よ っ て 補 助 光 源 用 電
源 ７ ８ か ら 補 助 光 源 ５ ６ に 所 定 量 の 電 流 が 供 給 さ れ 、 補 助 光 源 ５ ６ が 点 灯 し 、 光 源 エ ラ ー
処 理 ル ー チ ン は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 被 写 体 に 照 射 さ れ る 照 明 光 の 光 量 を 調 整 す る た め の
網 絞 り ３ ８ に 、 補 助 光 源 ５ ６ を 一 体 的 に 設 け る こ と に よ り 、 簡 易 な 構 造 を 有 す る 内 視 鏡 装
置 用 の 光 源 装 置 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 網 絞 り ３ ８ 、 補 助 光 源 ５ ６ 等 の 配 置 、 形 状 等 は 、 そ れ ぞ れ の 機 能 を 実 現 で き る 限 り 本 実
施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 補 助 光 源 ５ ６ が 開 口 絞 り と 一 体 的 に 設 け ら れ て も 良 い 。 ま
た 、 光 源 の 種 類 も 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 補 助 光 源 ５ ６ に お い て は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 以
外 の ラ ン プ 等 が 用 い ら れ て も 良 く 、 主 光 源 ３ ２ に つ い て も 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ 等 が 用 い ら れ
て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 網 絞 り 駆 動 モ ー タ ４ ６ の 動 力 源 は 、 補 助 光 源 ５ ６ と 第 １ ～ 第 １ １ 開 口 ３ ８ Ａ ～ Ｋ と を 光
路 位 置 に 配 置 で き る 限 り 、 本 実 施 形 態 の モ ー タ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ソ レ ノ イ ド が 使 用 さ
れ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 プ ロ セ ッ サ 内 に お け る 光 源 装 置 等 の 配 置 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 プ ロ セ ッ サ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 プ ロ セ ッ サ の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 照 明 光 の 照 射 を 制 御 す る 部 材 の 配 置 を 上 か ら 見 て 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 複 数 の 開 口 を 有 す る 網 絞 り を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 網 絞 り の 各 開 口 が 通 過 さ せ る 照 明 光 の 光 量 の 割 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 補 助 光 源 に 電 流 を 供 給 す る た め の 接 点 式 ス イ ッ チ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 光 源 制 御 ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 光 源 エ ラ ー 処 理 ル ー チ ン を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ ０ 　 電 子 内 視 鏡 装 置 （ 内 視 鏡 装 置 ）
　 ２ ０ 　 ビ デ オ ス コ ー プ
　 ３ ０ 　 プ ロ セ ッ サ
　 ３ ２ 　 主 光 源 （ 第 １ の 光 源 ）
　 ３ ４ 　 主 光 源 用 電 源 （ 異 常 検 知 手 段 ）
　 ３ ８ 　 網 絞 り （ 光 量 調 整 部 材 ）
　 ３ ８ Ａ ～ Ｋ 　 第 １ ～ 第 １ １ 開 口
　 ４ ０ 　 絞 り 位 置 セ ン サ
　 ４ ２ 　 光 源 用 フ ァ ン （ 光 源 冷 却 手 段 ・ 送 風 手 段 ）
　 ４ ６ 　 網 絞 り 駆 動 モ ー タ （ 配 置 手 段 ）
　 ５ ０ 　 制 御 回 路 （ 配 置 手 段 ・ 異 常 検 知 手 段 ）
　 ５ ６ 　 補 助 光 源 （ 第 ２ の 光 源 ・ 光 源 ）
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　 ７ ４ 　 位 置 決 め 穴
　 ７ ６ 　 接 点 式 ス イ ッ チ
　 ８ ０ 　 モ ニ タ （ 異 常 報 知 手 段 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(11) JP 2006-136519 A 2006.6.1



フロントページの続き

(72)発明者  根岸　清
            東京都板橋区前野町２丁目３６番９号　ペンタックス株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 BA09  BA23  CA02  CA04  CA05  CA06  CA11  CA13  DA22  DA43 
　　　　 　　        FA14  GA02  GA05  GA11 
　　　　 　　  4C061 GG01  HH51  JJ06  JJ11  JJ17 

(12) JP 2006-136519 A 2006.6.1



专利名称(译) 内视镜用光源装置

公开(公告)号 JP2006136519A 公开(公告)日 2006-06-01

申请号 JP2004328855 申请日 2004-11-12

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 根岸清

发明人 根岸 清

IPC分类号 A61B1/06 G02B23/26

FI分类号 A61B1/06.B G02B23/26.B A61B1/06.510 A61B1/06.612 A61B1/06.614

F-TERM分类号 2H040/BA09 2H040/BA23 2H040/CA02 2H040/CA04 2H040/CA05 2H040/CA06 2H040/CA11 2H040
/CA13 2H040/DA22 2H040/DA43 2H040/FA14 2H040/GA02 2H040/GA05 2H040/GA11 4C061/GG01 
4C061/HH51 4C061/JJ06 4C061/JJ11 4C061/JJ17 4C161/GG01 4C161/HH51 4C161/JJ06 4C161
/JJ11 4C161/JJ17 4C161/SS06

代理人(译) 松浦 孝
野刚

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：实现一种用于内窥镜装置的光源装置，其具有简单的结
构，同时包括辅助光源和光圈构件。 网格孔设置有具有不同孔径比的多
个孔和辅助光源。 啮合膜片驱动马达围绕平行于光路L的旋转轴A啮合，
从而在主光源32发出照明光的同时，在照明光的光路L上布置具有适当的
开口率的开口。 旋转隔膜38。 此外，当主光源32由于故障等原因而变得
不可用时，半色调孔驱动电动机使半色调孔38旋转，使得辅助光源56在
光路L上。 然后，辅助光源56沿与主光源32相同的方向发射照明光，并
且该照明光进入光导入射端12A。 [选择图]图5
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